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日
本
の
政
治
経
済
が
低
迷
す
る
中
で
新

自
民
党
政
権
の
か
じ
取
り
に
大
い
に
期
待

い
た
し
ま
す
が
、
10
年
後
、
20
年
後
を
見

据
え
て
元
気
な
町
で
あ
る
た
め
に
は
、
自

治
体
と
し
て
財
政
が
維
持
で
き
、
自
然
豊

か
な
環
境
の
下
で
、
農
業
や
林
業
の
産
品

の
付
加
価
値
を
高
め
て
差
別
化
を
図
り
、

そ
れ
ら
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
都
市
部

や
海
外
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
、
20
代
、

30
代
の
若
い
人
た
ち
が
、
希
望
や
夢
を

持
っ
て
元
気
に
活
動
で
き
る
あ
さ
ぎ
り
町

と
し
て
の
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
思
い
を
常
に
持
ち
な
が
ら
、
３
月

議
会
で
平
成
25
年
度
の
施
政
方
針
を
発
表

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
骨
子
の
部
分
を
説

明
い
た
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

　

合
併
し
た
あ
さ
ぎ
り
町
は
、
合
併
後
11

年
間
の
国
か
ら
の
普
通
交

付
税
（
地
方
に
配
分
さ
れ

る
お
金
）
が
優
遇
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
段

階
的
に
減
額
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
行
財
政
改
革
を
進
め
て

お
り
、
平
成
25
年
度
は
、

■
『
人
の
改
革
』
と
し
て

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
取
り
組
み
ま
す

■
『
組
織
の
改
革
』
と
し

て
総
合
窓
口
の
設
置
に
向

け
、
準
備
を
進
め
ま
す

■
『
事
務
事
業
の
改
革
』

と
し
て
外
部
委
託
の
推

進
、
町
単
独
補
助
金
の

見
直
し
を
進
め
ま
す

合
併
10
周
年
事
業

　

合
併
10
周
年
を
迎
え
、
次
の
記
念
事
業

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
４
月
14
日
に
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を

行
い
ま
し
た

■
６
月
の
花
菖
蒲
祭
り
、
８
月
の
夏
祭
り
、

２
月
の
芸
術
祭
を
合
併
記
念
と
し
て
盛

り
上
げ
ま
す

■
住
民
参
加
型
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
す

　　　　　『希望や夢を持って
　　　　　　　　　元気に活動できるあさぎり町』あさぎり町』

～ ～

　３月５日に開会した平成25年第１回
あさぎり町議会定例会で愛甲町長が述
べた施政方針を抜粋・要約したものを
掲載しています。詳しくはあさぎり町
ホームページをご覧ください。
（HP：http://www.asagiri-town.net/）
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　　　　　『希望や夢を持って
　　　　　　　　　元気に活動できる

～ ～

学
校
跡
地
活
用

■
旧
免
田
中
学
校
は
、
平
成
25
年
度
中
に

施
設
改
修
を
行
い
、
平
成
26
年
度
以
降
、

教
育
委
員
会
事
務
局
を
配
置
し
、
各
種

団
体
が
活
用
で
き
る
生
涯
学
習
の
拠
点

施
設
と
し
て
い
き
ま
す

■
旧
須
恵
中
学
校
は
、
校
庭
に
本
年
度
町

営
住
宅
を
建
設
、
ま
た
、
施
設
の
一
部

で
武
道
具
の
工
場
が
稼
働
し
て
お
り
、

今
後
も
地
域
の
元
気
に
つ
な
が
る
よ
う

な
事
業
を
進
め
ま
す

■
旧
深
田
中
学
校
は
、
郡
市
の
ほ
ぼ
中
心

で
、
物
流
に
適
し
て
お
り
、
農
産
物
加

工
場
な
ど
の
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す

■
旧
岡
原
中
学
校
は
、
専
門
的
な
学
校
や

施
設
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
み
ま
す
。

一
方
で
地
元
の
意
向
も
勘
案
し
た
活
用

な
ど
、
柔
軟
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す

産
業
活
性
化
協
議
会
の
推
進

■
既
存
の
農
業
、
林
業
、
商
業
に
加
え
新

た
な
事
業
の
展
開
、
起
業
者
の
情
報
共

有
や
研
修
を
行
い
な
が
ら
、
農
産
物
や

林
業
の
６
次
産
業
化
、
各
産
業
の
振
興

に
取
り
組
み
ま
す

ふ
る
さ
と
振
興
社
の

　
　

経
営
形
態
の
見
直
し

■
民
間
型
経
営
に
向
け
た
体
制
や
加
工
部

門
、
販
売
所
の
内
容
や
場
所
な
ど
に
つ

い
て
、
議
会
や
関
係
団
体
と
検
討
し
て

い
き
ま
す

郡
市
広
域
で
連
携
し
重
点
推
進

■
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
あ
さ
ぎ
り
町

単
独
で
の
運
営
か
ら
、
平
成
26
年
度
以

降
他
町
村
と
の
共
同
展
開
を
目
指
し
て

進
め
て
い
き
ま
す

■
国
道
２
１
９
号
線
と
直
接
接
続
す
る
フ

ル
規
格
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
建
設
に
向

け
て
、
郡
市
で
建
設
推
進
協
議
会
を
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
立
ち
上
げ
、
基
本

設
計
の
着
手
に
向
け
て
連
携
強
化
を
進

め
て
い
き
ま
す

　

今
年
の
重
点
取
り
組
み
を
説
明
い
た

し
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
予
防
医
療
、

生
ゴ
ミ
の
分
別
回
収
、
小
中
学
校
教
育

環
境
の
充
実
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

あ
さ
ぎ
り
町
長　

愛
甲
一
典
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平成２5年度当初予算目的別歳入の内訳

歳入
計97億6,704万円

町税（10.7%）
10億4,657万円
町民税、固定資産税、
市町村たばこ税など

分担金負担金、
使用料手数料、
財産収入など
（3.3%）
3億2,021万円

地方交付税（53.1%）
51億8,873万円

自主財源（16.6%）
16億1,993万円

依存財源（83.4%）
81億4,711万円

地方債（10.9%）
10億6,260万円

国庫支出金（7.0%）
6億8,175万円

県支出金（9.1%）
8億8,830万円

地方譲与税、
地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税など（3.3%）
3億2,573万円 繰入金（0.0%）

438万円
基金繰入金

繰越金（2.0%）
2億円

諸収入（0.5%）
4,877万円

平成２5年度当初予算目的別歳出の内訳 議会費（1.2%）
1億1,903万円

歳出
計97億6,704万円

教育費（5.8%）
5億6,812万円
小・中学校、生涯学習、
文化財、保健体育費など

総務費（16.4%）
16億174万円
総務管理、税務、
住民基本台帳、
統計調査費など

民生費（32.0%）
31億2,603万円
社会福祉、児童福祉費など

衛生費（7.8%）
7億6,352万円
保健衛生、清掃費など

農林水産業費（6.2%）
6億399万円
農業、林業、水産業費など

商工観光費（2.7%）
2億6,356万円
商工、観光、
定住促進費など

土木費（7.7%）
7億4,813万円
土木管理、道路橋りょう、
住宅、下水道費など

消防費（3.6%）
3億5,055万円

予備費（0.1%）
800万円

災害復旧費（0.0%）
6万円

公債費（16.5%）
16億1,431万円

一般会計当初予算総額　97億 6,704 万円

平成 25年度のまちづくりがスタート
　平成25年度の一般会計と各特別会計の当初予算が、議会で可決されました。
　数年後に訪れる厳しい財政状況に耐えうる安定した財政基盤を目指すため、昨年度と同様に『経常的な経
費の削減』『将来を見据えた基金の増額』『産業活性化の取り組み』を３本柱として予算編成を行いました。
　一般会計の歳入、歳出予算の内訳は次のとおりとなっています。

　予算総額は昨年度と比較して6,768万円の減額となっています。
　今年の当初予算の特徴として、歳出に合併10周年記念事業の経費を1,104万円、民間保育所整備事業
費補助金１億3,278万円、生ごみ処理経費を540万円、学校改修基本計画策定委託費1,387万円を計
上しました。
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一般会計当初予算を町民1人あたりでみてみると・・・
１人あたり　58万2,238円［昨年比（＋783円）］
収 入
自 主 財 源 9万6,568円 （＋1,352円） 税、使用料等の町が自主的に収入できる財源
依 存 財 源 48万5,670円 （△569円） 地方交付税、国庫補助金などの財源

支 出
議 会 費 7,096円 （△235円） 議会活動に
総 務 費 9万5,484円 （＋1,753円） 行政運営・税務・戸籍事務に
民 生 費 18万6,350円 （＋14,974円） 児童・障がい・高齢者福祉や国民年金事務に
衛 生 費 4万5,515円 （＋311円） 健康増進や環境保全のために
農 林 水
産 業 費

3万6,005円 （△7,481円） 農林業の生産活動や生産基盤の整備に

商 工 費 1万5,712円 （△883円） 商工業活動に
土 木 費 4万4,598円 （△8,636円） 道路や橋の整備・維持に
消 防 費 2万897円 （△2,598円） 消防団活動や防災事業に
教 育 費 3万3,867円 （＋581円） 学校教育や生涯教育活動に
災害復旧費 4円 （±0円） 台風災害などの復旧に
公 債 費 9万6,233円 （＋2,993円） 町の借入金の返済に
予 備 費 477円 （＋4円） 想定外の支出に備えて
※一般会計のみを対象とし、平成 25 年２月末時点人口（16,775 人）で割った金額です。

平成25年度一般会計および特別会計当初予算
会　計　名 平成25年度当初予算 平成24年度当初予算 比　　　較

一般会計 97億6,704万3千円 98億3,472万3千円 △6,768万円
上財産区特別会計 3,820万6千円 5,328万2千円 △1,507万6千円
国民健康保険特別会計 22億1,141万6千円 23億9,116万1千円 △1億7,974万5千円
介護保険特別会計 16億9,055万3千円 16億6,467万5千円 2,587万8千円
簡易水道事業特別会計※1 5億2,987万7千円 5億1,482万4千円 1,505万3千円
下水道事業特別会計※1 9億2,910万4千円 8億6,735万円 6,175万4千円
介護サービス特別会計 4,461万3千円 3,899万8千円 561万5千円
球磨郡障害認定審査事業特別会計 1,015万円 1,005万4千円 9万6千円
後期高齢者医療特別会計 1億7,280万1千円 1億6,898万9千円 381万2千円
球磨郡介護認定審査事業特別会計 3,707万2千円 3,380万5千円 326万7千円
水道事業特別会計※1 8,942万1千円 8,711万7千円 230万4千円

合　　　計 155億2,025万6千円 156億6,497万8千円 △1億4,472万2千円

※1　水道事業特別会計は、収益的および資本的収支の支出額合計を記載しています。

支出の増減の主な要因
（増加した支出）
　民生費・・・これまで県が支出していた経費を町で支出することになったため。
　公債費・・・まちづくり基金の財源や臨時財政対策債として借りたお金の返済が増えたため。
（減少した支出）
　土木費・・・通学路等の建設事業費が減ったため。
　農林水産業費・・・林道整備が平成24年度で完了したことや、農業施設（用水路等）の整備費が減ったため。
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〈
は
じ
め
に
〉

　

あ
さ
ぎ
り
町
は
合
併
し
て
10
年
を
迎
え

ま
す
が
、
合
併
し
た
特
例
に
よ
り
増
額
さ

れ
て
い
る
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
（
普

通
交
付
税
※
）
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
５

年
間
で
段
階
的
に
減
ら
さ
れ
て
、
平
成
31

年
度
か
ら
は
合
併
し
て
い
な
い
自
治
体
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
他
の
自

治
体
以
上
に
、
よ
り
綿
密
な
緊
縮
財
政
計

画
を
策
定
し
、
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
で
、
合
併
特
例
に
よ
る
優

遇
さ
れ
た
場
合
の
計
算
額
（
59
億
４
，３

０
０
万
円
）
と
、
合
併
特
例
が
な
い
場
合

の
計
算
額
（
42
億
６
，３
０
０
万
円
）
の

差
額
は
16
億
８
，０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
〈
別
表
１
参
照
〉

　

あ
さ
ぎ
り
町
の
一
般
会
計
に
お
け
る
本

年
度
当
初
予
算
は
約
98
億
円
で
す
が
、
こ

の
計
算
で
推
計
す
る
と
平
成
31
年
度
に

は
、
約
17
億
円
減
の
約
81
億
円
で
運
営
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
普
通
交
付
税
＝
地
方
公
共
団
体
で
財

力
の
差
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
補
て

ん
す
る
国
か
ら
の
お
金

※
臨
時
財
政
対
策
債
＝
普
通
交
付
税
の

代
替
財
源
と
し
て
地
方
公
共
団
体
が

義
務
的
に
発
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
地

方
債
で
、
返
済
す
る
費
用
は
全
額
国

が
負
担
す
る

〈
町
の
借
金
の
状
況
〉

　

現
在
、あ
さ
ぎ
り
町
の
地
方
債
残
高
（
町

の
借
金
）
は
、
一
般
会
計
や
他
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
る
と
約
２
１
９
億
円
（
町

民
一
人
あ
た
り
約
１
３
１
万
7
千
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
方
債
を

償
還
す
る
た
め
の
公
債
費
（
町
の
借
金
の

そ
の
年
の
支
払
額
）
は
平
成
25
年
度
を

ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
て
い
く
見
込
み
で

す
。

〈
町
の
貯
金
の
状
況
〉

　

一
方
、
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
今
後
訪
れ

る
財
政
難
に
備
え
て
基
金
（
貯
金
）
の
積

み
増
し
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
末
の
主
な
基
金
残
高

〈
主
な
一
般
会
計
基
金
〉

・
財
政
調
整
基
金

　

30
億
２
，３
０
０
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
基
金

　

20
億
３
，９
０
０
万
円

　
（
合
併
特
例
債
で
造
成
し
た
基
金
）

※
平
成
25
年
度
に
5
億
円
積
増
し
、平
成

25
年
度
末
残
高
は
25
億
円
の
予
定
。

・
公
共
施
設
整
備
基
金

　

6
億
６
，４
０
０
万
円

〈
そ
の
他
の
会
計
の
主
な
基
金
〉

・
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金

　

4
億
１
，３
０
０
万
円

・
下
水
道
減
債
基
金

　

4
億
円　

　

積
み
増
し
た
基
金
の
使
い
方
に
つ
い
て

は
、
合
併
の
特
例
と
し
て
積
み
立
て
た
『
ま

ち
づ
く
り
基
金
』
を
平
成
26
年
度
か
ら
合

併
に
関
連
す
る
事
業
に
対
し
て
使
い
ま
す
。

【別表１】合併特例の優遇された計算と合併特例がない場合の比較
（単位：百万円）

合併算定替え
（合併特例）

一本算定
（合併特例がな
い場合相当）

比較

普通交付税※ 　5,524 3,952 ▲ 1,572

臨時財政対策債※ 419 311 ▲ 108

合　　　　計 5,943 4,263 ▲ 1,680

持続可能な財政運営に向けて持続可能な財政運営に向けて
＜町の財政状況と今後の見通し＞＜町の財政状況と今後の見通し＞



広　報　あ　さ　ぎ　り

7

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
財
源
（
使
途
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
財
源
）
に
余
裕
が
で
る

場
合
は
、
そ
の
分
を
将
来
の
財
政
運
営
の

た
め
財
政
調
整
基
金
に
積
み
増
し
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
将
来
の
地
方
債
償
還
（
借

金
の
返
済
）
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、

一
般
会
計
に
お
け
る
減
債
基
金
へ
の
積
み

立
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
今
後
の
財

政
収
支
見
通
し
で
は
、
現
在
の
財
政
運
営

を
続
け
た
場
合
に
、
財
政
指
標
の
一
つ
で

あ
る
実
質
単
年
度
収
支
が
平
成
28
年
度
か

ら
赤
字
と
な
る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、

赤
字
補
て
ん
の
た
め
に
現
在
保
有
し
て
い

る
基
金
を
充
当
し
て
い
っ
た
場
合
、
平
成

34
年
度
に
は
、
基
金
残
高
は
19
億
円
弱
と

な
る
見
通
し
で
す
。

　

別
表
２
は
基
金
の
残
高
見
通
し
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
第
２
次
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
、
今
後
さ
ら
に
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
将
来
の
赤
字
額
を
減

ら
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
つ
な
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
今
後
の
と
り
く
み
〉

　

ま
ず
は
、
で
き
る
だ
け
基
金
に
頼
る
こ

と
な
く
歳
出
削
減
に
取
り
組
み
、
厚
遇
・

重
複
す
る
事
業
、
あ
さ
ぎ
り
町
独
自
の

行
っ
て
い
る
事
業
、
法
令
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
経
費
と
別
に
、
町
の
お
金
を
上
乗
せ

し
て
あ
る
事
業
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
外
部
委
託
を
推
進
し
な
が
ら
、

人
事
評
価
導
入
や
総
合
窓
口
化
な
ど
に
よ

る
人
件
費
の
効
率
的
削
減
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
、次
期
（
第

３
次
）
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を
平

成
27
年
度
ま
で
に
行
い
、
今
後
の
行
財
政

運
営
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
上

で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
経
費

の
削
減
や
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、
今
後

必
要
と
な
っ
て
く
る
各
分
野
の
財
源
確
保

に
努
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
地

域
や
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
に
も

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
町
民
の
皆
様
に
ご
負
担
を
お
掛
け
す

る
場
面
も
で
て
く
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
お
互
い
に
支
え
合
う
ま
ち

づ
く
り
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、

で
き
る
だ
け
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
知
恵

を
出
し
合
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
『
幸
せ

感
じ
る
あ
さ
ぎ
り
町
』
の
実
現
に
努
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【別表 2】「基金の残高見込み」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：百万円）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

5,000 5,500 5,500 5,500 5,363 5,059 4,594 3,977 3,415 2,721 1,896
※財政調整基金 30億円、まちづくり基金 25億円と想定して算定
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４
月
７
日
、
上
総
合
体
育
館
で
あ
さ
ぎ
り
町
消
防

団
（
深
水
久
士
団
長
、
４
４
４
人
）
の
入
退
団
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
団
長
を
務
め
た
西
昭
一
さ
ん
（
内

山
）
を
は
じ
め
と
し
た
退
団
者
51
人
と
役
付
き
団
員

１
１
７
人
の
各
代
表
者
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
団
員
は
、
今
年
度
か
ら
発
足
し
た
女
性
消
防
隊

（
工
藤
理
恵
隊
長
）
の
15
人
を
含
む
37
人
。
辞
令
交
付

で
は
、
代
表
し
て
工
藤
隊
長
に
深
水
団
長
か
ら
辞
令

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
入
団
員
を
代
表

し
て
第
６
分
団
３
部
の
河
北
雅
人
さ
ん
（
二
子
）
が

力
強
く
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

愛
甲
町
長
は
、
退
団
者
へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
新
入
団

員
へ
の
期
待
の
言
葉
を
述
べ
「
災
害
発
生
の
潜
在
性

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
中
、
今
日
の
入
退
団
式
を
機

に
心
新
た
に
町
民
の
負
託
に
こ
た
え
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

深
水
団
長
の
訓
示
、
金
子
恭
之
代
議
士
、
緒
方
勇

二
県
議
会
議
員
、
橋
爪
和
彦
町
議
会
議
長
の
祝
辞
に

続
き
、
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
榎
田
地
区
の
防
火
水

槽
用
地
を
提
供
し
て
い
る
山
本
𠮷
已
さ
ん
（
榎
田
）

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
分
団
対
抗
の
綱
引
き
大
会
が
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
操
法
大
会
が

行
わ
れ
な
い
年
に
、
分
団
の
結
束
力
を
高
め
よ
う
と

今
回
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
分
団
と
も
大
き
な
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
力
一
杯

綱
を
引
き
、
一
致
団
結
し
て
い
ま
し
た
。

平成25年度あさぎり町消防団入退団式女性消防隊が誕生女性消防隊が誕生

▲　新入団員による宣誓

　

新
団
長
に
深
水
久
士
さ
ん
が
就
任

　

平
成
25
年
4
月
1
日
付
け
で
、深
水
久
士
さ
ん
（
吉
井
）

が
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

深
水
団
長
は
「
町
民
の
皆
さ
ま
が
、
安
心
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
消
防
隊
が
発
足
し
、
女

性
な
ら
で
は
の
、
き
め

細
か
な
対
応
を
心
掛
け

な
が
ら
住
民
の
防
災
意

識
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
あ
さ
ぎ

り
町
消
防
団
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

【
表
彰
】　　
※
敬
称
略

優
良
分
団
表
彰
（
平
成
24
年
度
）

　
　

第
11
分
団　
（
屯
所
・
阿
蘇
）

日
本
消
防
協
会
表
彰
（
勤
続
章
）

　
　

月
足　

直
樹
（
上
西
別
府
）

消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）

　
　

指
揮
隊
長　

鋤
崎　
　

愛
（
下
乙
）

あ
さ
ぎ
り
町
長
表
彰
（
10
年
以
上
在
籍　

退
職
団
員
）

　
　

西　
　

昭
一
（
内
山
）　　

野
々
𦚰
正
巳
（
上
永
里
）

　
　

下
田　

佳
浩
（
大
正
町
）　

中
村　

好
文
（
井
上
）

　
　

山
冨　

功
一
（
堀
角
）　　

星
原　

文
典
（
堀
角
）

　
　

大
西　

隆
志
（
堀
角
）　　

永
井　

浩
二
（
築
地
）

　
　

池
田　

研
二
（
築
地
）　　

滿
石　

良
彦
（
大
正
町
）

　
　

松
本　

敏
幸
（
二
子
）　　

高
田　

久
則
（
二
子
）

　
　

尾
曲　

幸
輔
（
永
才
）　　

上
田　

龍
生
（
永
才
）

　
　

福
本　

一
博
（
永
才
）　　

中
村　

将
樹
（
永
才
）

　
　

蓑
毛　

彦
真
（
下
乙
）　　

橋
本　

俊
一
（
岡
麓
）

　
　

嶋
田　

孝
治
（
永
岡
）　　

岸
上　

高
広
（
永
岡
）

　
　

田
口　

宏
幸
（
斉
堂
）　　

田
中　

宏
幸
（
斉
堂
）

　
　

福
屋
栄
二
郎
（
斉
堂
）　　

宮
原　

貴
光
（
別
府
）

　
　

小
見
田
誠
一
（
竹
野
）　　

橋
本　

英
樹
（
熊
野
）

　
　

野
村　

幸
治
（
竹
野
）　　

生
森　

一
喜
（
熊
野
）

　
　

小
田　

隆
志
（
宮
麓
）　　

田
崎
洋
一
郎
（
屯
所
）

　
　

恒
松
建
二
郎
（
阿
蘇
）　　

石
塚　

幸
人
（
屯
所
）

　
　

酒
井　

裕
次
（
屯
所
）　　

西
野　

祥
弘
（
屯
所
）

　
　

林
田　

考
功
（
寺
池
）　　

田
原　

茂　

  （
寺
池
）

　
　

岩
崎　

嗣
道
（
覚
井
）　　

荒
木　

修
治
（
覚
井
）

　
　

中
村　

敏
忠
（
古
草
城
）　

村
山　

稔   　
（
古
草
城
）

　
　

宮
原　

健
一
（
内
山
）　　

森
田　

俊
哉
（
新
）

　
　

山
下　

淳
一
（
新
）　
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　　須恵保育所創立50周年記念式典

あさぎり中学校吹奏楽部第１回定期演奏会第１回定期演奏会

　

3
月
16
日
に
あ
さ

ぎ
り
町
立
須
恵
保
育

所
の
創
立
50
周
年
記

念
式
典
が
須
恵
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
愛
甲
町
長
が
「
須
恵
保
育
所
が
須

恵
地
域
の
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
園
児
の
遊
戯
や
小
学

生
の
合
唱
、
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る

活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
秀
岳
館
高
校
太
鼓

ク
ラ
ブ
『
雅
太
鼓
』
に
よ
る
大
迫
力
の
和
太
鼓

演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
風
船
飛
ば

し
が
行
わ
れ
、
雲
一
つ
な
い
青
空
に
色
と
り
ど

り
の
風
船
が
勢
い
よ
く
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

3
月
20
日
に
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
、
あ
さ
ぎ

り
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
第
1
回
定
期
演
奏
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
昨
年

県
立
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
演
奏
曲
が
披
露
さ
れ
、
第
2
部
で
は
、
あ

さ
ぎ
り
中
学
校
生
徒
会
が
、
開
校
か
ら
1
年
間

の
中
学
校
の
行
事
を
紹
介
し
、
校
歌
が
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
3
部
は
、
ポ
ッ
プ
ス
メ
ド
レ
ー
。
お
揃
い

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
、
パ
ー
ト
ご
と
に
メ
ン

バ
ー
や
楽
器
を
紹
介
、
曲
に
合
わ
せ
た
踊
り
な

ど
も
あ
り
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
最
後
に
は
、
卒
業
す
る
3
年
生

部
員
に
花
束
が
贈
ら
れ
、
客
席
か
ら
も
温
か
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

▲　園児のかわいらしいダンスも披露さ
れました

◀　空高く舞い上がる風船

　　免田小学校におはなし隊が来校本って楽しい！   本って楽しい！   
　

3
月
15
日
、『
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
（
講
談
社
）』
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
免

田
小
学
校
（
伊
㔟
啓
史
朗
校
長
）
に
来
校
し
ま

し
た
。

　

同
校
の
読
み
聞
か
せ
の
会
『
ひ
だ
ま
り
の
会
』

（
恒
松
恵
子
会
長
）
が
低
学
年
の
児
童
に
本
の
楽

し
さ
を
知
ら
せ
、
読
書
へ
の
興
味
や
関
心
を
高

め
て
も
ら
お
う
と
同
社
の
事
業
に
応
募
し
、
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
校
庭
に
止
め
ら

れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
積
載
し
て
あ
る
約

５
５
０
冊
の
絵
本
や
児
童
書
を
１
、２
年
生
が
楽

し
み
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、
絵

本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
も
あ
り
、
児

童
た
ち
は
、
目
を
輝

か
せ
て
お
話
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

▲　若さあふれるステージを繰り広げました
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　　　　　森永ツギノさんが１００歳におめでとうございます！おめでとうございます！

▲　愛甲町長から花束を受け取るツギノさん（右）

　

4
月
5
日
に
森
永
ツ
ギ
ノ
さ
ん
が
、
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、入
所
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
『
え
が
お
』
で
、
愛
甲
町
長
か
ら
花

束
と
お
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
永
さ
ん
は
、
大
正
2
年
生
ま
れ
で
、
錦
町

木
上
出
身
。

　
「
母
は
、料
理
が
上
手
で
食
べ
る
の
も
大
好
き
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
趣
味
で
、
80
歳
を
過
ぎ
る
ま

で
元
気
で
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
足
腰
が
強
か
っ
た
」

と
娘
の
石
本
師
子
さ
ん
（
八
幡
町
）
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
ホ
ー
ム
の
小
場
佐
美
穗
施
設

長
手
作
り
の
ケ
ー
キ
が
贈
ら
れ
、『
こ
れ
か
ら
も

可
愛
い
笑
顔
で
皆
を
癒
し
て
く
だ
さ
い
』と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
く
す
玉
が
割
ら
れ
ま
し
た
。

職
員
や
入
所
者
と
の
賑
や
か
な
お
祝
い
に
森
永

さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　　　　　白髪岳山開き＆キャンプ場開き春の行楽シーズン到来！春の行楽シーズン到来！
　

あ
さ
ぎ
り
町
の
春
を
告
げ
る
ビ
ハ
公
園
の

キ
ャ
ン
プ
場
開
き
と
白
髪
岳
の
山
開
き
が
３
月

28
日
、
同
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

満
開
に
な
っ
た
桜
の
花
び
ら
が
舞
う
中
で
行

わ
れ
た
神
事
に
は
、
町
、
町
議
会
を
は
じ
め
、

白
髪
岳
を
守
る
山
の
会
（
豊
永
正
紀
会
長
）
や

同
公
園
を
管
理
す
る
あ
さ
ぎ
り
町
ふ
る
さ
と
振

興
社
の
関
係
者
が
参
列
。
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者

が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
登
山
者
や
利
用
者
の
安

全
と
ビ
ハ
公
園
の
発
展
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

愛
甲
町
長
は
「
白
髪
岳
を
身
近
な
山
と
し
て

た
く
さ
ん
の
人
に
登
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
登

山
道
の
案
内
看
板
を
整
備
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　　　　　　　県社会福祉功労者知事表彰社会福祉のために社会福祉のために

▲　表彰状を手にする成末さん（中央）と川重さん（右）

　

あ
さ
ぎ
り
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
会
長

の
成
末
久
夫
さ
ん
（
大
正
町
）
と
同
協
議
会
事

務
局
長
の
川
重
敏
郎
さ
ん
（
二
子
）
が
、
長
年

の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
平
成
24
年
度
熊
本
県
社

会
福
祉
功
労
者
と
し
て
知
事
表
彰
を
受
賞
。
３

月
28
日
に
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
で
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

成
末
さ
ん
と
川
重
さ
ん
は
、
旧
免
田
町
時
代

か
ら
町
や
球
磨
郡
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

役
員
と
し
て
、
障
が
い
者
の
見
守
り
や
声
か
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
献
身
的
に
行
い
、

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
き
た
功
績
を

た
た
え
ら
れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

成
末
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
福
祉
向
上
の
た

め
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

◀　愛甲町長と橋爪町
　議会議長、豊永会長
　によるテープカット
　が行われ、行楽シー
　ズンの幕開けとなり
　ました
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お問い合わせ先　　あさぎり町婚活支援事務局　　☎49-9211
　　　　　　　　　　（あさぎり町商工観光課　ポッポー館内）
　　　　　　　　　メールアドレス　asagiri-konkatsu@ezweb.ne.jp

　あさぎり町では、介護予防の取り組みとして、家に閉じこもりがちな高齢者などと一緒に地区の公民館
で茶話会などを実施していただく『いきいきサロン』事業をあさぎり町社会福祉協議会に委託し、実施し
ています。
　この『いきいきサロン』を活性化させるために、介護予防サポーターを養成。これまで、サロン活動支
援を目的に、１２６人が卒業され、各地区のサロンで活動されています。
　平成２５年度も介護予防サポーターの養成を行います。転倒予防、認知症のことなどためになるお話が
盛りだくさんです。簡単な体操も学べます。普段の生
活にきっと役立つと思います。
　介護予防またはサロン活動に興味がある人は是非ご
参加ください。

◆Ａコース（全６回、隔週火曜日開催）
　６月４・18日、７月２・16日、８月６・20日
◆Ｂコース（全６回、隔週木曜日開催）
　７月４・18日、８月１・22日、９月５・19日
※各コース定員３０人程度

サロ
ン

だより

お問い合わせ先　あさぎり町　福祉課　☎45-7231／保健環境課　☎45-7216

平成２５年度　介護予防サポーター養成講座のご案内

５月の交流イベントのお知らせ

　日程は調整中ですが、この機会に『そろそろ婚活を始めてみよ
うかな？』と思われたならば、ぜひご登録してみませんか？
スタッフ一同、皆様からのご連絡をお待ちしております！

日　　時　　　５月下旬
集合場所　　　参加が確定された人に直接お知らせします
内　　容　　　天草へドライブ＆イルカウォッチング
募集人員　　　男女各４人以内
参加費（予定）　男性６，０００円
　　　　　　　女性６，０００円

※参加者の状況や多町村との合同イベントに
　より内容等が変更になる場合がありますの
　で予めご了承ください。

　イベントは通常 30 代・40 代に分かれて
開催しています。
　心身共に健康で婚活に興味がある町内の
55 歳までの独身者の人は、この機会にぜひ
ご登録ください！！（特に 30代の女性会員
数に対して男性会員数が少なくなっていま
す）会員登録をいただければ、毎月事務局か
らイベント情報をメールでお届けします。
　あさぎり町の婚活支援に関するお問い合わ
せは事務局までご連絡ください。

あさぎり町婚活支援通信　その30

○今後予定しているイベント
　６月　中旬～下旬　鹿児島水族館へドライブ
　※合コン・ランチ合コンなどは随時開催予定
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　ふるさと寄附とは、『ふるさとのために貢献したい』という善意の気持ちを寄附金というかた
ちにするもので、地方自治体へ寄附した場合、その相当額が、所得税や個人住民税から控除さ
れる制度のことです。平成２４年度もあさぎり町内外の方々から、たくさんの熱い支援をいた
だきましたので、お知らせします。

★寄附状況（平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日）

事業の種類 寄附件数 寄附金額
１．若者が残れる元気な産業がいきづくまちづくり ３件 ８４０，０００円
２．健康づくりの輪が広がり、人がいきいきと輝くまちづくり ０件 ０円
３．助け合いに満ち、安全・安心・快適が広がるまちづくり １件 ５００，０００円
４．親子の笑顔が溢れ、子どもが明るい未来に羽ばたくまちづくり ６件 ２，８０５，０００円
５．地域のオンリーワンが輝き、人がふれあうまちづくり １件 １０，０００円
６．指定なし ３件 ８０，０００円

計 １１件 ４，２３５，０００円

　　※寄附件数の合計が合わないのは、１件につき複数の使途指定があったためです。

★寄附者の住所、氏名および金額

住　　所 氏　　名 寄附金額
大阪府 高田　正利様 800,000 円

多良木町 （株）ユネット清風薬局代表取締役　白石敬旺様
2,000,000

円

人吉市 映画『うまれる』人吉球
磨実行委員会様 15,000 円

神奈川県 小川　建　様 30,000 円

※住所、氏名および寄附金額の公表については、
　同意された場合のみ掲載しています。

ふるさと寄附ありがとうございますふるさと寄附ありがとうございます

お問い合わせ先　あさぎり町　企画財政課　☎45-7211

★これまでのふるさと寄附金の総額と使用総額
寄附件数 寄附金総額 使用総額
６０件 13,007,000 円 2,000,000 円

　※平成 24年度は、図書購入費として 1,000,000 円
　　使用させていただきました。

　あさぎり町社会福祉協議会では、弁護士による法律相談を次のとおり実施します。
　お悩みがございましたらお気軽にご相談ください。秘密は厳守されます。

日　　　時　５月８日（水）　午後１時～午後４時（予約制）
場　　　所　白寿荘
相　談　料　無料（予約後のキャンセルにつきましては、キャンセル料をご負担
　　　　　　いただく場合がありますのでご了承ください）
相 談 時 間　１人につき30分　

　　次回は、６月１２日（水）にポッポー館での開設を予定しています

申込 ･お問い合わせ先　　あさぎり町　社会福祉協議会　☎49-4505

無 料 法 律 相 談 所 を 開 設 し ま す

　みなさまからのご寄附に心より感謝申し上
げます。「若いまち　豊かなまち　そして幸
せ感じる『あさぎり町』」を実現するため、大
切に使わせていただきます。
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お問い合わせ先　あさぎり町　町民課　☎45-7213

あなたの心がけで医療費が変わる！

　毎年実施している特定健診ですが、受けている人と受けていない人で医療費に差がでると
ご存知でしたか？その差は月に約 10,000 円！年間にするといくらになるでしょう。

　特定健診は、生活習慣病を早期に発見・予防するための健診です。
　自覚症状で判断せず、年に１度の健診で健康状態を確認し、生活習慣を見直しましょう。
　あさぎり町国保は被保険者が受けやすくなるように平成２５年度から特定健診の自己負担
額を次のとおり変更しました。

35,000

40,000

25,000

30,000

15,000

10,000
Ｈ20年度

26,083

31,998

35,779

32,527

22,016 21,06519,757 21,567

Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度

20,000

1カ（円）

２，５００円　⇒　１，５００円
一人でも多くの人が受診していただきますようお願いします。

《あさぎり町国保の医療費》　

医療機関を受診…意外に知らない！医療費は時間で減らせる

健診を受診しましょう！早期発見・予防で医療費は減らせる

平日の遅い時間や、土曜日でもあいている保健医療機関は便利だよね。
診療時間内ならば、いつ受診しても医療費は同じでしょ？

NO!診療時間内でも割増があることをご存知ですか？早朝・夜間や
土曜日の午後も診療時間としている診療所※1 では、診療時間内であっ
ても、８時前や 18 時以降（土曜日は 12 時以降）※2 に受診すると、『夜
間・早朝等加算』として 500 円＊の割増があります。
※ 1　必要な届出をした病床（ベッド）数が 19 床以下（ゼロを含む）の医療機関。
※２　常時、日曜・祝日も診療している場合は、その診療時間内。

Ｑ

Ａ

実際に診療を受けた時間とその割増＊（初診の場合） が診療時間の場合
表示されている
診療時間

＊　義務教育就学時～69歳では、上記金額の３割を窓口で負担します。

平日
９～12時、
14～20時

９～14時
土曜

例

例

深夜加算
＋4,800 円

深夜加算
＋4,800 円

時間外加算
＋850円

割増なし

6

割増なし

割増なし

時間外
加算

＋850円

  時間外
加算

＋850円

時間外加算＋850円
夜間・早朝
等加算
＋500円

夜間・早朝
等加算
＋500円

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 2287
そうなんだ！
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◆
小
学
校

上
小
学
校

転
入

宮
本　

郷
美
（
中
原
小
）
校
長

尾
崎　

弘
尚
（
田
迎
小
）

大
園　

恭
子
（
一
武
小
）

大
柿
あ
ゆ
み
（
万
江
小
）

別
府　

美
鳥
（
免
田
小
）

高
田　

敬
史　

新
採

住
本　

壽
司　

非
常
勤
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小
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深
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護
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教
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久
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特
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子
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小
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特
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教
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退
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特
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瀬
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特
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小
）

水
篠
こ
ず
え
（
万
江
小
）

主
任
事
務
職
員

小
川
真
奈
美
（
上
小
）養

護
助
教
諭

藤
本
由
美
子
（
渡
小
）
講
師

久
保
田
美
和
（
上
小
）

特
別
支
援
教
育
支
援
員

岡
田　

摩
耶　

退
職

特
別
支
援
教
育
教
員
補
助
員

◆
中
学
校

あ
さ
ぎ
り
中
学
校

転
入

谷
口　

博
文　

講
師

井
上　

飛
鳥
（
木
山
中
）
講
師

若
林　

由
香　

非
常
勤
講
師

浜
島　

捷
宏　

非
常
勤
講
師

大
林　

達
明　

新
任

　

特
別
支
援
教
育
教
員
補
助
員

転
出

石
川　

紘
史
（
山
江
中
）

田
代　

優
子
（
免
田
小
）栄

養
教
諭

尾
方　

純
子
（
水
上
中
）

平
田
真
梨
子　

退
職　

講
師

瀬
戸
口
佳
菜
子　

退
職　

講
師

大
貫　

康
子　

退
職　

講
師

西
尾　

明
子
（
菊
池
支
援
学
校
）

　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

あ
り
が
と
う
、
は
じ
め
ま
し
て
先
生

　

４
月
２
日
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
で
、
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
異
動
が
あ
っ
た
先
生
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
（　

）
内
は
、
転
入
者
は
前
任
校
、
転
出
者
は
転
任
校
で
す
。
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会
計
課

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　
　
　

上
渕　

幸
一
（
建
設
課
）

参
事　

村
山　

真
紀
（
企
画
財
政
課
）

総
務
課

課
長　

小
谷　

節
雄
（
福
祉
課
）

課
長
補
佐

　
　
　

田
中　

伸
明
（
福
祉
課
）

参
事　

那
須　

照
正
（
商
工
観
光
課
）

上
支
所

支
所
長　

上
田　

日
和
（
税
務
課
）

参
事　
　

溝
口　

久
志
（
救
護
施
設
）

岡
原
支
所

支
所
長　

木
下　

貞
女
（
教
育
課
）

参
事　
　

田
中　

智
子
（
教
育
課
）

須
恵
支
所

主
幹　
　

尾
方　

眞　

（
会
計
課
）

企
画
財
政
課

参
事　

高
田　

将
一
（
商
工
観
光
課
）

　
　
　

上
田　

公
子
（
町
民
課
）

　
　
　

田
山　

美
幸
（
教
育
課
）

税
務
課

課
長
補
佐

　
　
　

那
須　

正
吾
（
町
民
課
）

主
幹　

小
野　

浩
二
（
保
健
環
境
課
）

参
事　

皆
越
千
恵
美
（
福
祉
課
）

　
　
　

冨
田　

和
宏
（
保
健
環
境
課
）

町
民
課

課
長　

岡
部　

和
平
（
総
務
課
）

課
長
補
佐

　
　
　

宮
原
恵
美
子
（
総
務
課
）

参
事　

右
田　

哲
郎
（
税
務
課
）

福
祉
課

課
長　

小
見
田
文
男
（
教
育
課
）

主
幹　

嶋
田　

清
子
（
岡
原
支
所
）

　
　
　

丸
山　

修
一
（
上
支
所
）

参
事　

上
渕　

浩
規
（
企
画
財
政
課
）

　
　
　

池
田　

省
吾
（
商
工
観
光
課
）

　
　
　

溝
口　

裕
介
（
建
設
課
）

救
護
施
設

施
設
長

　
　
　

前
田　

洋　

（
福
祉
課
）

主
幹　

蓑
田　

輝
幸
（
農
林
振
興
課
）

　
　
　

田
原　

茂　

（
教
育
課
）

上
第
一
保
育
所

所
長　

愛
甲　

栄
子
（
須
恵
保
育
所
）

上
第
二
保
育
所

主
幹　

谷
口　

純
子
（
須
恵
保
育
所
）

須
恵
保
育
所

所
長　

椎
葉　

八
重
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
第
一
保
育
所
）

主
幹　

恒
松　

恵
子
（
上
第
一
保
育
所
）

介
護
・
障
が
い
認
定
審
査
会

事
務
局
長

　
　
　

田
口　

直
（
福
祉
課
）

保
健
環
境
課

課
長　

上
村　

哲
夫
（
教
育
課
）

主
幹　

山
口　

和
久
（
福
祉
課
）

参
事　

尾
方　

多
美
（
教
育
課
）

農
林
振
興
課

課
長　

片
山　

守　

（
企
画
財
政
課
）

参
事　

桑
原　

雄
一
郎
（
総
務
課
）

　
　
　

下
田　

佳
浩
（
救
護
施
設
）

商
工
観
光
課

主
幹　

藤
本　

安
則
（
税
務
課
）

参
事　

山
冨　

功
一
（
福
祉
課
）

建
設
課

課
長　

石
塚　

保
典
（
町
民
課
）

課
長
補
佐

　
　
　

松
本　

良
一
（
上
下
水
道
課
）

参
事　

小
山　

英
治
（
農
林
振
興
課
）

上
下
水
道
課

課
長　

深
水　

光
伸
（
税
務
課
）

教
育
委
員
会
事
務
局

課
長　

甲
斐　

龍
馬
（
総
務
課
）

課
長
補
佐

　
　
　

木
下　

尚
宏
（
農
林
振
興
課
）

参
事　

那
須　

琴
美
（
企
画
財
政
課
）

　
　
　

富
田　

幸
恵
（
町
民
課
）

　
　
　

冨
永　

史
彦
（
建
設
課
）

主
事　

樅
木　

友
美
（
会
計
課
）　　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

参
事　

田
中　

宏
幸
（
須
恵
支
所
）

職
員
の
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
辞
令
交
付
が
あ

り
、
次
の
と
お
り
職
員
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
（　

）
内
は
旧
部
署

　　　保健環境課　　　　町民課
　　　　犬童　有香　　　　河北　雅人

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

４
月
１
日
付
け
で
２
人
の
職
員
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に

　
　
　

な
り
ま
し
た

　

３
月
31
日
付
け
で
９
人
の
町

職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

▲　
（
敬
称
略
）
前
列
右
か
ら

石
原
美
智
代
（
退
職
）、
松
尾

教
育
長
、
小
松
副
町
長
、
愛
甲

町
長
、
山
下
久
美
子
（
退
職
）、

古
賀
み
つ
よ
（
退
職
）、
後
列

右
か
ら
久
保
田
利
己
（
退
職
）、

一
安
俊
範
（
退
職
）、
蓑
毛
勝

則
（
退
職
）、
尾
方
立
三
郎
（
退

職
）、
森
田
愛
由
美
（
退
職
）、

深
水
小
夜
子
（
退
職
）

東
松
島
市
へ
職
員
を
派
遣

　

東
日
本
大
震
災
被
災
市
町

村
の
復
旧
事
業
に
従
事
す
る

た
め
、
総
務
課
の
早
田
愛
一

郎
主
幹
が
、
４
月
１
日
か
ら

来
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
、
宮
城
県
東
松
島
市
（
熊

本
県
重
点
支
援
団
体
）
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
東
松
島
市

で
、
公
共
施
設
の
再
編
や
復

興
に
よ
る
境
界
立
会
い
業
務

お
よ
び
普
通
財
産
の
管
理
業

務
に
従
事
し
ま
す
。
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ませんか！～料理教室のご案内～

期　　間　平成２５年４月～平成２６年３月
会場・時間　《上教室》　 上議場調理室　　　午前９時３０分～正午
　　　　　《免田教室》免田保健センター　午前９時～正午
　　　　　《岡原教室》岡原保健センター　午前９時～正午
　　　　　《深田教室》せきれい館　　　　午前９時３０分～正午
内　　容　保健師、管理栄養士によるミニ講話、調理実習、試食会
対 象 者　６０歳以上の人
申し込み　役場保健環境課へ氏名、住所、電話番号、年齢をお知らせ
　　　　　ください
料理教室に必要なもの　エプロン、米１合、材料代

高 齢 者 料 理 教 室 　『料理をする』『食べる』ことを通じて毎日をいきいきすごしませんか？

申込・お問い合わせ先
あさぎり町　保健環境課
　　　　　　☎45-7216

　あさぎり町では、町民の健康増進を目的として、町が行う健康診査・
がん検診の受診率向上およびウォーキング大会・健康教室などの健康
づくり事業への参加者の増加を図り、楽しみながら健康づくりに取り
組むため、受診者および参加者に健康ポイントを進呈することとしま
した。
　対象者は、あさぎり町在住で健康診査・がん検診を受診した人およ
びウォーキング大会・健康教室などの参加者とします。
　『あさぎり町健康ポイントカード』を受診者・参加者に交付し、次の表のポイントを押印します。
　カードを紛失した場合は再交付できますが、さかのぼっての押印は行いません。ただし、委託機関な
どでの健康診査において、受診日の押印が困難な場合は１カ月以内に健診結果表をお持ちいただければ
押印します。

項　　　目 ポイント数 項　　　目 ポイント数

特定健診（国保の人） １ｐ ウォーキング大会 ２ｐ

後期高齢者健診 １ｐ 健診結果説明会 １ｐ

集団検診でのがん検診
（大腸便潜血、肺、胃、腹
部超音波、子宮、乳）

各１ｐ
健康教室など
（転倒予防教室、お達者健診、
シニア健診、料理教室など）

１ｐ

がんセット検診 男４ｐ、女６ｐ 特定保健指導 １ｐ

若っかもん健診 男女共　２ｐ

施設婦人科（子宮、乳） 各１ｐ

※10ポイントたまったポイントカードは、保健環境課窓口へお持ちいただくと、
　500円の商品券（あさぎり町スタンプ会加盟店発行）と引き換えます。

『あさぎり町健康ポイント事業』始めました

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

『あさぎり『 ぎぎ 町『『あさぎり『ああささぎぎり町『歩いて、はかっ
て、集えば貯ま

る？！

歩いて、はかっ
て、集えば貯ま

る？！
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いっしょに楽しく参加し 

期　　間　平成２５年６月～平成２６年３月
会　　場　免田保健センター調理室
時　　間　午前９時３０分～正午
内　　容　管理栄養士によるミニ講話、調理実習、試食会
対 象 者　６０歳以上の男性
定　　員　１５名（定員になり次第締め切ります）
申込期限　５月２４日（金）まで。
　　　　　※役場保健環境課へ氏名、住所、電話番号、年齢をお知らせください
料理教室に必要なもの　エプロン、米１合、材料代

男 性 料 理 教 室 料理の基本を学び自分や家族のための食事作りをしてみませんか？

　平成２５年度の複合健診を次の日程で行います。受診の申し込みをされている人には、５月中旬までに受
診票をお届けしますので、日時と場所をご確認ください。
　なお、申し込みをされていない人で受診を希望される場合は、５月１５日（水）までにご連絡ください。

 対 象 者：４０歳以上の人
　実施項目：特定健診および後期高齢者健診（血液検査・尿検査・腹囲測定・血圧測定など）、
　　　　　　便潜血検査、胸部レントゲン検診、乳がん検診（超音波検査＋マンモグラフィ検査）、
　　　　　　胃がん検診（バリウム、午前のみ）、腹部超音波検診、子宮がん検診（午前のみ）
　　　　　　※甲状腺検査と前立腺検査は当日申し込んでください。

複合健診巡回予定表

月　日 場　所
受　付　時　間

７：３０～１１：００ １３：００～１４：００
５月２８日（火） 須恵文化ホール 全　検　査
２９日（水）

免田保健センター
全　検　査 特定・腹部・乳・胸部・大腸

３０日（木） 全　検　査 特定・腹部・乳・胸部・大腸
３１日（金） 全検査（マンモグラフィ検査なし）

６月　１日（土）
白寿荘（上）

全検査（子宮がん・マンモ検査なし）
３日（月） 全　検　査 特定・腹部・乳・胸部・大腸
４日（火） 全　検　査
５日（水） せきれい館（深田） 全　検　査 特定・胸部・大腸
６日（木）

もみじ館（岡原）
全検査（マンモグラフィ検査なし）

７日（金） 全　検　査

　　※胃がん検診、子宮がん検診は、午前中のみ実施します。

　【持ってくるもの】
　　　□保険証　　□送付してある受診票　　□タオル　　□健康手帳　　□健診料金　　□お薬手帳

平成２５年度複合健診のご案内

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216



広　報　あ　さ　ぎ　り

18

　今回の健診では、24人中 11人の子どもたちにむし歯がありませんでした（参加者全体の 45.8％）。１人あた
りのむし歯保有数は 1.88 本でした。
　これからも『むし歯ゼロ』の歯を大切に、元気いっぱいにすごしてください♪
　※平成 25年度からは、これまでの４歳児歯科健診を年中児対象の５歳児学級で実施することになりました。

Ｈ２５．１．３０実施

※今回掲載されているのは、これまで一度もむし歯になったこと
がない子どもたちです。治療済みは含まれていません。

今回むし歯があったおともだちも、
早めにかかりつけの歯医者さんで
治療して、むし歯のない歯になる
ように頑張ってくださいね！

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

◎子育てホッと相談　５月１０日（金）　無料　予約制
臨床心理士によるカウンセリングです。子育てや人間関係の悩み、ストレスなど心や気持ちの問題かな
と思ったらご相談ください。

◎こころの健康相談　５月１７日（金）　無料　予約制
　　精神科医師が相談に応じます。うつ、不眠、心の病気の対応などの
　　相談はお気軽にどうぞ。

健康相談日のお知らせ

お問い合わせ先
　あさぎり町　保健環境課
　　　　　☎45-7216

中間 蓮
れん

ちゃん（久鹿）

石川 義
よしき

輝くん（屯所）

増井 蔵
くらのすけ

之助くん（竹野）

矢神 綺
あやな

菜ちゃん（吉井）

前田 百
ゆ り あ

合愛ちゃん（柳別府）

北川 怜
れのん

暖ちゃん（吉井）

平田 海
みらい

頼ちゃん（永山）

愛甲 明
はると

大くん（吉井住宅）

星原 昊
そら

ちゃん（永才）

岩本 晄
こうたろう

太朗くん（塚脇）

上原 啓
けいせい

誠くん（竹野）
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　乳幼児期には、免疫（病気に対する抵抗力）が未発達なため、さまざ
まな感染症にかかります。その中には、確実な治療法がなくて、深刻な
合併症や後遺症をおこしたり、命を落としたりする危険がある病気もあ
ります。そうした感染症は、まず予防が大切です。予防接種の目的は、
それぞれの感染症ごとに、病気にかかるのを防いだり、かかったとして
も症状が軽く済むようにすることです。また、もうひとつの目的は、集
団を同時に感染力の強い病気から守り、ひとりでも多くの人が受けるこ
とによって病気を根絶することです。予防接種の対象年齢を確認し、体調の良いときに早めに接種で
きるようにしましょう。

　これまで、任意予防接種の中で公費助成で実施していたヒブ (Hib) ワクチン、小児用肺炎球菌ワク
チン、子宮頸がん予防ワクチンを４月から定期予防接種として実施します。対象は次のとおりです。

◆ヒブ (Hib）ワクチンおよび小児用肺炎球菌ワクチン
　生後２カ月～５歳に至るまで　（※接種開始時期によって回数が違います）
◆子宮頸がん予防ワクチン
　12歳（小学６年生）となる日の属する年度の初日から 16歳（高校１年生）となる日の属する年度
　の末日までの間にある女性
　※標準的な接種年齢は 13歳（中学１年生相当）となる年度の初日から当該年度の末日までの期間

　また、日本脳炎予防接種については平成 17年５月 30 日から平成 22年３月 31 日までの積極的な
勧奨の差し控えにより接種が完了していない場合があります。接種が終了していない次の対象者へも
接種を勧めていきます。

①第１期の初回接種：平成 25年度に７歳・８歳となる人（平成 17年４月２日～平成 19年４月１日生）
②第１期追加接種：平成 25年度に９歳・10歳となる人（平成 15年４月２日～平成 17年４月１日生）
③第２期接種：平成 25年度に 18歳となる人（平成７年４月２日から平成８年４月１日生）

※平成７年４月２日から平成 19年４月１日生まれで 20歳未満の人は、定期対象者として実施ができ
ます。①～③に該当せず、接種が終了していない人は接種が可能ですのでお知らせください。

　あさぎり健康 21応援コーナー

お問い合わせ先　あさぎり町　保健環境課　☎45-7216

子どもの感染症は予防が第一です！
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
協
へ
の
ご
寄
付

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た



20

周りに楽しいことないかなあ…、
友達増やしたいな♪
そんなことを考えている
そこのあなた !!!
私たち青年団は、楽しいイベントを
準備してあなたをお待ちしています☆

周りに楽しいことないかなあ…、
友達増やしたいな♪
そんなことを考えている
そこのあなた !!!
私たち青年団は、楽しいイベントを
準備してあなたをお待ちしています☆

周りに楽しいことないかなあ…、
友達増やしたいな♪
そんなことを考えている
そこのあなた !!!
私たち青年団は、楽しいイベントを
準備してあなたをお待ちしています☆ ☆あさぎり町青年団問い合わせ先

　メール　asa-seinen@silver.plala.or.jp
　ブログ　http://pub.ne.jp/asa seinen/

Hello, everyone!!ALT’s 
コーナー

WWOOFing in Oita
　　Last May, I went WWOOFing in Oita. WWOOFing means World Wide Opportunities on Organic 
Farms. The goal of WWOOF is to connect volunteers with organic farmers. In exchange for volunteer 
help, WWOOF farmers offer food, accommodation and opportunities to learn about organic lifestyles. 
　　Through the WWOOF Japan website, I found rice farmers in Hita and volunteered with them 
during Golden Week. For the first few days, we separated rice seeds by weight, washed them, 
sanitized them, and lay them out to dry. Then, we weeded the borders of three rice fi elds. On the last 
day, we met other organic farmers. They were putting a layer of carbon onto an experimental rice 
fi eld to enrich the soil. 
　　WWOOFing in Hita was wonderful because I got to learn a little about rice cultivation, which is so 
central to Japanese life. I can’t wait to WWOOF again and learn more!　　　　　　　　　 　Shara Tonn

大分でのWWOOFing（ウーフィング）『有機農業体験』
　昨年５月、大分県にWWOOFing（ウーフィング）『有機農業体験』に行きました。WWOOF（ウーフ）とは、World Wide Opportunities on Organic 
Farms の頭文字で、『世界に広がる有機農場での機会』という意味です。登録されたボランティアと有機農家とを結びつける役割をします。ボランティアが農作業
を手伝う代わりに、農家は食事と宿泊場所、そしてオーガニック・ライフを学ぶ機会を提供してくれます。
　私はWWOOFジャパンのホームページから、大分県日田市の稲作農家を見つけ、そこでゴールデンウィークにボランティアをさせてもらいました。最初の２、
３日は種もみの準備をしました。種もみを重さで選別し、洗い、お湯で消毒した後に、広げて乾かす作業をしました。その後は、田んぼのあぜ道の草刈りをしました。
最後の日には、日田市の他の有機農家の人達に会わせてもらいました。その人達は、肥えた土壌を作るために、試験用に準備された田んぼに炭粉を撒いていました。
　日本の生活の中心である稲作のことを少し学ぶことができて、日田市での有機農業体験は素晴らしい経験になりました。是非、もう一度有機農業体験をして、も
っと学んでみたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  タン・シャラ（訳：白柿浩美）

今月の英語
in exchange for ～ =「～の代わりに、～と引き換えに」
例：I teach her Japanese lessons in exchange for English lessons.　　英語を教わる代わりに、彼女に日本語を教えます。

お世話になった
日田市の家族とシャラ
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交通事故の発生状況（1月1日から3月末日まで）交通事故の発生状況（1月1日から3月末日まで）
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５　月　休　日　在　宅　当　番　医　（町のホームページでも検索できます）
期　日 上 球 磨 中 球 磨 その他地域 小 児 科

5月 3日 東 病 院
（あさぎり町） ☎ 45-5711

増田耳鼻咽喉科クリニック
（あさぎり町） ☎ 45-8001

増田クリニック小児科
（人吉市） ☎ 22-3570

5月 4日 犬童耳鼻咽喉科
（多良木町） ☎ 43-0777

岩井クリニック
（あさぎり町） ☎ 49-2181

公立多良木病院小児科
（多良木町） ☎ 42-2560

5月 5日 桑 原 医 院
（あさぎり町） ☎ 45-0205

犬童内科胃腸科医院
（あさぎり町） ☎ 45-1125

増田クリニック小児科
（人吉市） ☎ 22-3570

5月 6日 こんどう整形外科
（あさぎり町） ☎ 45-6555

高田内科医院
（錦町） ☎ 38-3677

緒 方 医 院
（相良村） ☎ 35-0131

堤病院附属九日町診療所小児科
（人吉市） ☎ 22-2251

5月12日 古城クリニック
（水上村） ☎ 44-0321

田中医院
（錦町） ☎ 38-0061

やまむら医院
（あさぎり町） ☎ 45-0005

5月19日 そのだ医院
（湯前町） ☎ 43-2063

深水内科医院
（錦町） ☎ 38-3221

たかはし小児科内科医院
（人吉市） ☎ 24-2222

5月26日 宮 原 医 院
（多良木町） ☎ 42-2082

酒瀬川内科
（錦町） ☎ 38-0050

人吉総合病院小児科
（人吉市） ☎ 22-2191

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認ください。

５　月　休　日　歯　科　診　療
5 月  4 日 午前10時～午後４時 詳しくは、坂梨歯科医院（あさぎり町免田　☎45-2111）へお問い合わせください

５　月　休　日　在　宅　当　番　薬　局　（町のホームページでも検索できます）
期　日 上 球 磨 その他

5月 3日
岡原けんこう堂薬局（あさぎり町）　　　　☎ 45-6023 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

山口薬局（多良木町）　　　　　　　　　　☎ 42-2123

5月 4日

きりん薬局原田店（多良木町）　　　　　　☎ 42-6900 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

おかざき薬局（あさぎり町）　　　　　　　☎ 49-2905 山口薬局（多良木町）　　　　　　　　　　☎ 42-2123

多良木いちご薬局（多良木町）　　　　　　☎ 42-6888

5月 5日
エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町）　　　☎ 45-6055 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

くるみ薬局（あさぎり町）　　　　　　　　☎ 49-9630

5月 6日
高階誠心堂錦調剤薬局（錦町）　　　　　　☎ 38-4940 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

山口薬局（多良木町）　　　　　　　　　　☎ 42-2123

5月12日
水上薬局（水上村）　　　　　　　　　　　☎ 47-8055 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町）　☎ 45-6330

5月19日 犬童薬局（湯前町）　　　　　　　　　　　☎ 43-3903 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

5月26日
山口薬局ピーチ店（多良木町）　　　　　　☎ 42-7712 清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）　☎ 49-9600

つばめ薬局（錦町）　　　　　　　　　　　☎ 25-2500
＊諸事情により変更の場合がありますのでご確認ください。

人身事故件数 死者数 負傷者数

平成 24年 16件 0人 23人

平成 25年 11件 0人 13人

前年比 － 5 件 ± 0 人 － 10 人

前月比 ＋ 3 件 ± 0 人 ＋ 3 人
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◎本庁舎

総務課 ☎ 45-1111
企画財政課 ☎ 45-7211
税務課 ☎ 45-7212
町民課 ☎ 45-7213
会計課 ☎ 45-7224
保健環境課 ☎ 45-7216
教育委員会 ☎ 45-7226
商工観光課（無料職業紹介所）
 ☎ 45-7200

◎東庁舎

建設課 ☎ 45-7221
上下水道課 ☎ 45-7222
農林振興課 ☎ 45-7218
商工観光課 ☎ 45-7220
農業委員会 ☎ 45-7225

◎総合福祉センター

福祉課　福祉総合
 ☎ 45-7214
福祉課　高齢福祉
 ☎ 45-7215
福祉課　地域包括支援センター
 ☎ 45-7231
福祉課　介護・障害認定審査会 
 ☎ 45-3920

◎各支所など

議会事務局 ☎ 47-0312
上支所 ☎ 47-0311
岡原支所 ☎ 45-2222
須恵支所 ☎ 45-1121
深田支所 ☎ 45-1133
しらがね寮 ☎ 45-6668
社会福祉協議会 ☎ 49-4505
学校給食センター ☎ 45-7232

( 土・日・祝祭日の支所への電話は、役場本庁舎へ転送されます）

総 建 議

商

上下水企
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包括

認定

上支
岡支
須支
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社協
給食

しらがね

日 月 火 水 木 金 土

公共料金（５月分）についてのお知らせ

【保育料、介護保険料、町営住宅使用料、上下水
道使用料、固定資産税（第１期）、百太郎溝土地
改良区費（前期）】
　　　口座振替日　５月２７日（月）
　　　納期限　　　５月３１日（金）
年金相談（月・水・金）の予約先：
　八代年金事務所　☎　０９６５－３５－６１２３

年金相談
錦町農業就業改善
センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

　　　憲法記念日 　　　みどりの日

　　　こどもの日

リサイクルの日
（岡原）

人吉影絵劇団「ま
つぼっくり」創立
40周年記念公演
須恵文化ホール
（13:30 ～）

　　　振替休日

子育てサロン上会場
旧上村役場
（9:30 ～ 11:30）
母子健康手帳交付
免田保健センター
（9:00～9:20受付）
上転倒予防教室
白寿荘（9:30 ～）
須恵転倒予防教室
須恵文化ホール
（13:30 ～）

年金相談
多良木町多目的研修センター
（9:00～17:00予約制）
免田転倒予防教室
免田保健センター
（13:30 ～）
無料法律相談
白寿荘（13:00 ～
16:00　予約制）

上校区高齢者料理
教室
上議場調理場
（9:30 ～）
深田転倒予防教室
せきれい館
(13:30 ～）

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:30 ～ 16:30 予約制）
免田校区高齢者料理教室
免田保健センター
（9:00 ～）
子育てホッと相談
免田保健センター
（14:00 ～予約制）

リサイクルの日
（免田）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

年金相談
錦町農業就業改善
センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:30 ～ 16:30 予約制）
男性料理教室
免田保健センター
（9:30 ～）
こころの健康相談
免田保健センター
（13:30 ～予約制）

リサイクルの日
（上）

あさぎり中学校体
育大会

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
母子健康手帳交付
免田保健センター
（9:00～9:20受付）

子育てサロン上会場
旧上村役場
（9:30 ～ 11:30）
上転倒予防教室
白寿荘（9:30 ～）
岡原校区高齢者料理教室
岡原保健センター
（9:00～）
岡原転倒予防教室
岡原保健センター
（13:30 ～）

年金相談
多良木町多目的研修センター
（9:00～17:00予約制）

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:30 ～ 16:30 予約制）

ツクシイバラコン
サート石塚まみト
リオライブ
須恵文化ホール
（18:30 ～）

リサイクルの日
（須恵・深田）

免田小学校運動会
須恵小学校運動会

公共料金（５月分）
口座振替日

年金相談
人吉市消費生活セ
ンター
（9:00 ～ 17:00 予約制）
深田校区高齢者料理教室
せきれい館
（9:30～）

年金相談
錦町農業就業改善
センター
（9:00 ～ 17:00 予約制）

公共料金（５月分）
納期限

年金相談
人吉市消費生活センター
（9:30 ～ 16:30 予約制）
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あさぎり町の人口（４月１日現在）
総数：16,667（-108）人／世帯数：5,907（-19）戸／男：7,789（-54）人／女：8,878（-54）人

あとのまつりあとのまつり
編集後記編集後記

あとのまつりあとのまつり
編集後記編集後記

あとのまつり
編集後記

　この度の人事異動で広報担当を卒業すること
になりました。広報担当として３年間、多くの皆
さまに出会い、たくさんのことを学ばせていただ
きました。取材先で出会った方々に元気をいただ
き、仲間の方々に励まされ、皆さまのご協力で毎
月の広報紙を発行することができました。本当に
ありがとうございました。今後とも『広報あさぎ
り』をよろしくお願いいたします。最後にずっと
支えてくれた家族に心から感謝します。　   （ko）

　この度の異動により広報担当になりました。よ
ろしくお願いします。
　先日、初めての取材に行ってきました。慣れな
いカメラを片手に先輩の指導のもと、写真を撮っ
たり、お話しをメモするのに精一杯でした。取材
先の皆さんにとてもあたたかく接していただき、
ありがたかったです。
　少しでも早くカメラに慣れて、「上手になった
ねと」言われるようになりたいと思います。 （ｍ）

　上第二保育所で４月８日に行われた
『花祭り』の様子です。おばあちゃんと
一緒におしゃかさまに甘茶をかけ、お参
りをしました。

『花祭り』

今月の１枚  　
～『今日のあさぎり町』より～

あさぎり町のホームページアドレス
http://www.asagiri-town.net/

ここを
　クリック

町ホームページでは、
あさぎり町の一日の
出来事を写真でご紹
介しています。

H25.4.8

①満開を迎えた遠山桜
②天空に咲く遠山桜
③町花『りゅうきんか』もかわいい
　花を咲かせました
④岡留公園のツツジも色鮮やかです
⑤青空に映えるビハ公園の桜

あさぎり町から春のたより


